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■ペットボトル水ロケット発射！

　８月７日・８日の両日、弘前地

区環境整備センタープラザ棟(町田

字筒井)で環境への関心を高める体

験教室が開催されました。この内、

７日に行われた「ペットボトル水ロ

ケット工作教室」では、ロケット

の完成後、発射準備のため外に移

動。ロケットに水を入れ、発射器

にセットし、空気入れで空気を詰

め込むと、勢いよく水を噴射させ

てロケットが飛び上がり、参加者

からは大歓声が沸き起こりました。
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９月９日は救急の日
　　･････････････････
●市　政

　国勢調査を行います ほか

　　 ･････････････････

●話　題

　弘前城築城 400 年祭
　100 日前イベント
　　 ･････････････････

●お知らせ

　 催し、教室など

　　 ･････････････････

●健　康

　目指せ！がん検診受診率

　50％、健康ですか ほか

　　 ･････････････････

●グラフ

　弘前ねぷたまつり

　　 ･････････････････



…　広報ひろさき　平成２２年９月１日号3

９月９日は「救急の日」

　

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
高

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
本
町
）

が
、
７
月
１
日
か
ら
本
格
稼
働
し

ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
救
急

隊
や
地
域
の
医
師
か
ら
重
症
な
患

者
を
受
け
入
れ
て
命
を
救
う
た
め

の
最
後
の
施
設
で
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
、
安
易
な
時
間

外
受
診
は
や
め
、
救
急
医
療
機
関

を
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は
屋
上
に

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え
て
お
り
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
や
防
災
ヘ
リ
で
直

接
、
重
症
患
者
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
近
隣
の
皆
さ
ん
に
は
騒
音

な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
適
切
な
医
療

機
関
の
受
診
が
、
救
急
医
療
を
守

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
本
紙
と
同
時
配
布

さ
れ
た
救
急
医
療
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
管
内

の
、
昨
年
の
救
急
件
数
は
６
５
５

９
件
、
医
療
機
関
な
ど
に
搬
送
さ

れ
た
人
は
６
０
２
４
人
で
し
た
。

こ
れ
は
、
１
日
平
均
で
約
18
件
、

約
１
時
間
20
分
に
１
回
の
割
合
で

救
急
車
が
出
動
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
救
急
要
請
が
重
な
る

こ
と
に
よ
り
、
す
ぐ
近
く
の
救
急

車
が
出
動
中
で
、
遠
く
の
消
防

署
・
分
署
か
ら
出
動
す
る
ケ
ー
ス

が
増
加
し
、
救
急
現
場
へ
到
着
す

る
時
間
が
遅
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
「
緊
急
で
な
い
場
合
」
や
「
軽

症
な
場
合
」
な
ど
で
救
急
車
を
要

請
す
る
と
、
生
命
の
危
険
が
あ
る

傷
病
者
へ
の
素
早
い
救
命
措
置
と

医
療
機
関
へ
の
搬
送
が
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
で
な
い
場
合
は
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
す
る
か
、
弘
前
市
急

患
診
療
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
自
力
歩
行
が
困
難
な

と
き
は
、ほ
か
の
搬
送
手
段
（
※
）

を
活
用
す
る
な
ど
救
急
車
の
適
正

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
緊
急
性
が
あ
る
か
、

重
症
か
ど
う
か
の
判
断
が
困
難
な

場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
で
救

急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ほ
か
の
搬
送
手
段
…
患
者
等
搬

送
事
業
者
（
応
急
手
当
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
が
乗
務
し
、
寝
た

ま
ま
や
車
い
す
で
搬
送
で
き
る
車

両
を
持
つ
、
消
防
本
部
の
認
定
を

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
消
防
車

や
救
助
工
作
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
て
救
急
現
場
へ
出
動
し
ま

す
。
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご

９月９日は９月９日は
「「救救急急の日」の日」

注
意
く
だ
さ
い
。

・
近
く
の
救
急
車
が
出
動
中
で
、

救
急
現
場
へ
到
着
す
る
の
が
遅
れ

る
た
め
、
近
く
の
消
防
隊
な
ど
に

よ
る
速
や
か
な
救
急
処
置
が
必
要

な
と
き

・
け
が
や
病
気
で
生
命
に
危
険
が

あ
り
、
高
度
な
救
命
処
置
が
必
要

な
と
き

・
け
が
や
病
気
で
２
階
や
３
階
で

倒
れ
、
自
力
で
動
け
な
か
っ
た

り
、
搬
送
す
る
場
所
が
狭
か
っ
た

り
す
る
な
ど
、
救
急
隊
だ
け
で
は

搬
送
が
困
難
な
と
き

・
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
で
の

交
通
事
故
な
ど
、
救
急
活
動
を
行

う
場
所
が
危
険
な
と
き

　

救救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

　
　
　
　

〜
本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

待
た
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
〜

～高度救命救急センターは、
津軽地域における救急医療の
最後のとりでです～

　

わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ

で
、
突
然
の
け
が
や
病
気
に
襲
わ

れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

と
き
に
皆
さ
ん
が
で
き
る
手
当
の

こ
と
を
「
応
急
手
当
」
と
い
い
ま

す
。
素
早
く
応
急
手
当
を
す
る
こ

と
で
、
け
が
や
病
気
の
悪
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

け
が
や
病
気
の
中
で
最
も
重
篤

で
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
、
心
臓

や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
す
。
さ
っ
き
ま
で
元
気
だ
っ

た
人
が
突
然
、
心
臓
や
呼
吸
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
…
。
そ
う
い
う

人
の
生
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
そ
ば
に
い
る
あ
な
た
だ
け

で
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
行
う

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

や
人
工
呼
吸
な
ど
の
応
急
手
当
と

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
法
を
含
め
、「
救
命
手
当
」

と
い
い
ま
す
。

　

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持

っ
て
救
命
手
当
が
で
き
る
よ
う
、

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
・
分

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
出
張
講
習
】

　

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象

と
し
た
講
習
会
で
、
応
急
手
当
指

導
員
が
出
向
い
て
指
導
し
ま
す
。

時
間
は
１
〜
８
時
間
の
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
受
講
申
込
書
は
、
弘
前

地
区
消
防
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

火火
災
と
間
違
え
な
い
で

災
と
間
違
え
な
い
で　
　

〜
救
急
現
場
に
救
急
隊
と
消
防
・
救
助
隊
が

　
　
　
　
　

一
緒
に
出
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
〜

　

身
に
付
け
よ
う
応
急
手
当

  

〜
大
切
な
生
命
、
あ
な
た
の
応
急
手
当
が
救
い
ま
す
〜

【
定
期
講
習
（
普
通
救
命
講
習
）】

　

個
人
を
対
象
と
し
た
講
習
会

で
、
毎
月
第
３
日
曜
日
の
午
前
９

時
〜
正
午
（
３
時
間
講
習
）
に
消

防
本
部
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
講

習
を
修
了
し
た
人
に
は
後
日
、
修

了
証
を
発
行
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

○
消
防
本
部
警
防
課
（
本
町
、
☎

32
・
５
１
０
３
）

○
弘
前
消
防
署
（
本
町
、
☎
32
・

５
１
９
９
）

○
藤
代
分
署（
浜
の
町
東
３
丁
目
、

☎
34
・
１
３
１
７
）

○
西
北
分
署
（
小
友
字
神
原
、
☎

93
・
３
３
１
０
）

○
西
分
署
（
鳥
井
野
字
宮
本
、
☎

82
・
３
３
１
１
）

○
東
消
防
署（
城
東
中
央
５
丁
目
、

☎
27
・
１
１
５
１
）

○
枡
形
分
署
（
豊
原
１
丁
目
、
☎

33
・
４
３
１
１
）

○
目
屋
分
署
（
西
目
屋
村
田
代
、

☎
85
・
３
１
１
９
）

特　集

弘弘前大学医学部附属病院前大学医学部附属病院
高度救命救急センターが高度救命救急センターが
本格稼働本格稼働

1010  
月
か
ら

月
か
ら
土
曜
日
の

土
曜
日
の

一
般
外
来
診
療
休
診

一
般
外
来
診
療
休
診

　

市
立
病
院
（
大
町
３
丁
目
）
は
、

昨
年
度
、
救
急
輪
番
病
院
と
し
て

２
７
０
回
、
小
児
救
急
輪
番
病
院

と
し
て
１
０
７
回
、
日
数
に
し
て

２
９
４
日
を
当
番
病
院
と
し
て
夜

間
・
休
日
の
救
急
診
療
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
医
師
の
時
間
外
勤

務
は
１
人
当
た
り
月
平
均
75
・
４

時
間
に
も
及
ん
で
い
る
な
ど
、
健

康
管
理
の
面
で
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

救
急
輪
番
は
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な

い
重
要
な
施
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
を
支
え
る
医
師
の
過
重

労
働
を
軽
減
し
、
勤
務
環
境
の
改

善
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
市
立
病
院
で
は
、
10

月
か
ら
、
毎
週
土
曜
日
の
一
般
外

来
診
療
を
休
診
し
ま
す
。

　

な
お
、
救
急
の
場
合
に
つ
い
て

は
従
来
通
り
対
応
し
ま
す
。

　

市
立
病
院
を
利
用
し
て
い
る
患

者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
事

務
局
医
事
課
（
☎
34
・
３
２
１
１
、

内
線
１
１
４
）

市
立
病
院

　弘前消防本部では、市民の皆さ市民の皆さ

んに防災への備えの重要性を身近

に感じてもらうとともに、さまざ

まな消防体験を通して、防火・防

災意識の高揚と普及啓発を図るこ

とを目的に、消防フェスティバル

を開催します。

　幼年消防クラブ員によるはしご

乗りやまとい振りの演技、はしご

車や救助工作車などの消防車の展

示のほか、子どもも楽しめる各種

アトラクションもありますので、

ぜひ家族みんなでおいでくださ

い。

▽と　き　９月 25日（土）
　　　　　午前 10時～午後２時
※雨天中止。

▽ところ　さくら野弘前店北駐車

場（城東北３丁目）

▽内　容　消防隊コーナー（消防

車両の展示、消火器の使い方体験、

防火衣着装、放水体験）／救急隊

コーナー（心肺蘇生〈そせい〉・

ＡＥＤ体験）／レスキューコーナ

ー（ロープ渡り体験、はしご車の

搭乗体験）／交通災害現場からの

救助救出訓練の展示／その他（ミ

ニ消防車への搭乗、非常食の試食、

消防グッズがもらえるスタンプラ

リーなど）

▽その他　来場の際は、さくら野

弘前店の駐車場を利用できます。

▽問い合わせ先　消防本部予防課

（☎ 32・5104）

「君も１日消防士」「君も１日消防士」

消防
フェスティバル
消防消防
フェスティバルフェスティバル

　「救急の日」は、救急業務や救急医療に対する国

民の理解と認識を深め、救急医療関係者の意識の高

揚を図ることを目的として、昭和 57 年に定められ
ました。

　また、この日を含む１週間（今年は９月５日～

11 日）を「救急医療週間」とし、全国各地で応急
手当の講習会を中心とした、救急に関するさまざま

な行事が行われています。

2

受
け
て
い
る
事
業
者
…
市
内
で
は

十
五
番
タ
ク
シ
ー
と
北
星
交
通
の

２
社
）
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市
で
は
、
行
政
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
、
幅
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
行
政
改
革
推
進

懇
談
会
委
員
の
任
期
終
了
に
伴

い
、
新
た
に
委
員
を
公
募
し
ま
す

の
で
、奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る

満
20
歳
以
上
の
市
民
（
議
員
、
公

務
員
を
除
く
）

※
現
在
、
既
に
市
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
に
な
っ
て
い
る
人
は
選
考

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
市
民
か
ら
意
見
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
公
募
委
員
の
再

任
は
し
ま
せ
ん
。

▽
募
集
人
員　

３
人

▽
募
集
期
間　

９
月
１
日
〜
30
日

※
郵
送
の
場
合
は
９
月
30
日
必

着
。

▽
委
員
の
任
期
・
会
議
開
催
な
ど

　

任
期
は
委
嘱
日
か
ら
３
年
間
と

し
、
会
議
の
開
催
は
、
平
成
22
年

度
が
年
２
回
程
度
、
平
成
23
年
度

以
降
は
年
１
回
程
度
を
予
定

▽
謝
礼
な
ど　

謝
礼
８
０
０
０
円

と
交
通
費
（
バ
ス
代
な
ど
）
を
支

給▽
応
募
方
法　

行
政
改
革
に
つ
い

て
の
意
見
や
提
言
な
ど
を
８
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
問

い
ま
せ
ん
。
応
募
者
本
人
が
作
成

し
た
も
の
で
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
募
集
期
間

内
に
郵
送
、
持
参
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
人
事
課
事
務
管
理
担
当
に
提

出
を
。

▽
選
考
方
法
な
ど　

選
考
委
員
会

で
決
定
し
、
結
果
は
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
・
提
出
先　

人

事
課
事
務
管
理
担
当
（
〒
036
・
８

５
５
１
、
上
白
銀
町
１
の
１
、
市

役
所
６
階
、
☎
35
・
１
１
７
０
、

Ｅ
メ
ー
ルjinji@

city.hirosaki.
lg.jp

）

工
区
割
の
閲
覧

　

平
成
22
年
度
弘
前
市
道
路
除
雪

工
区
（
ゾ
ー
ン
）
割
を
次
の
と
お

り
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
地
域　

弘
前
市
管
内
全
域

▽
閲
覧
期
間　

９
月
３
日
〜
24
日

▽
閲
覧
場
所　

道
路
維
持
課
（
茜

町
２
丁
目
）

除
雪
業
務
な
ど
の

参
加
者
受
け
付
け

　

除
雪
業
務
な
ど
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象
業
務　

道
路
除
雪（
一
般
・

歩
道
・
拡
幅
除
雪
、
交
差
点
・
運

搬
排
雪
な
ど
）
／
小
路
排
雪
／
排

雪
運
搬
車
両
借
り
上
げ
／
凍
結
抑

制
剤
散
布
／
雪
置
き
場
の
管
理

※
道
路
除
雪
お
よ
び
雪
置
き
場
管

理
業
務
は
、
共
同
企
業
体
ま
た
は

単
独
企
業
（
車
両
な
ど
の
必
要
台

数
が
確
保
で
き
る
場
合
）
で
の
申

請
と
な
り
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

９
月
13
日
〜
24
日

▽
資
格
有
効
期
限　

平
成
23
年
３

月
31
日

▽
申
請
方
法　

９
月
６
日
〜
24
日

に
、
道
路
維
持
課
で
配
布
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

弘
前
市
道
路
除
雪
連
絡
会
議　

 

お
よ
び
新
規
希
望
業
者
説
明
会

　

平
成
22
年
度
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
に
先
立
ち
、
除
雪
計
画
の

概
要
に
つ
い
て
、
除
雪
業
者
と
新

規
希
望
業
者
を
対
象
に
、
連
絡
会

議
と
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
岩
木
館

（
賀
田
１
丁
目
）
２
階
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

道
路

維
持
課
（
☎
32
・
８
５
５
５
）

道路除雪工区割の閲覧と
　　　　　除雪業務の参加者受け付け

推
進
懇
談
会
委
員

公募します

行
政
改
革

国
勢
調
査
を
行
い
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
普
段
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を

対
象
と
し
た
調
査
で
す
。
外
国
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
す
る

た
め
各
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
・
世
帯
を
対
象
と
し
て
実
施

す
る
統
計
調
査
で
、
大
正
９
年
か

ら
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
が

19
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
国
勢
調
査
で
の
、
市
の

人
口
を
予
想
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
23
年
２
月
に
国
が
公
表
す

る
市
の
人
口
速
報
結
果
に
一
致
し

た
人
を
正
解
者
と
し
、
正
解
が
な

い
場
合
は
最
も
近
い
人
か
ら
順
に

選
ん
で
賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま

す
。
ち
な
み
に
８
月
１
日
現
在
の

市
の
推
計
人
口
は
、
18
万
２
２
５

５
人
で
す
。

▽
対　

象　

市
内
に
居
住
し
て
い

る
人

▽
応
募
方
法　

は
が
き
に
、
市
の

予
想
人
口
総
数
を
１
つ
と
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
９
月
30
日
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
国
勢
調
査
弘

前
市
実
施
本
部
（
〒
036
・
８
１
８

２
、
土
手
町
１
５
４
の
１
、
土
手

町
分
庁
舎
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※
応
募
は
１
人
１
通
の
み
。

▽
副
賞
（
商
品
券
）　

金
賞
＝
１

人
、
銀
賞
＝
２
人
、
銅
賞
＝
５
人

▽
発　

表　

広
報
ひ
ろ
さ
き
平
成

23
年
４
月
１
日
号
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
勢
調
査
弘

前
市
実
施
本
部
（
☎
34
・
３
５
６

６
）

　

今
回
は
、
日
本
が
人
口
減
少
社

会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初
の
調

査
で
あ
り
、
日
本
の
未
来
を
考
え

る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最

新
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
、
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
児
童
福
祉
、
高

齢
者
の
介
護
・
医
療
、
雇
用
対
策
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
行
政
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ

か
、
学
術
・
教
育
機
関
、
企
業
な

ど
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
役
立
て
ら
れ
る
基
礎
デ
ー
タ

に
な
り
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
世

帯
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
国
勢
調

査
で
は
、
個
人
情
報
保
護
意
識
の

高
ま
り
お
よ
び
昼
間
不
在
に
す
る

世
帯
の
増
加
を
勘
案
し
、
す
べ
て

の
世
帯
が
、
調
査
票
を
封
筒
に
入

れ
て
封
を
し
た
上
で
、
調
査
員
へ

提
出
す
る
か
市
へ
直
接
郵
送
す
る

か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は

統
計
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ず
、
統

計
法
に
よ
っ
て
厳
格
な
個
人
情
報

保
護
が
定
め
ら
れ
、
秘
密
も
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
は
機
械
で
読
み

取
り
し
ま
す
の
で
、
汚
し
た
り
、

折
っ
た
り
、
丸
め
た
り
し
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

人
口
を
予
想
し
て
み
ま
せ
ん
か

人
口
を
予
想
し
て
み
ま
せ
ん
か

10
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
が
新
し
く
な
り
ま
す
！

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

10
月
１
日
か
ら
更
新
さ
れ
ま
す
。

９
月
中
旬
に
個
人
ご
と
に
発
送
し

ま
す
が
、
８
月
末
現
在
で
作
成
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
い

た
ら
次
の
内
容
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

①
国
保
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
人
＝
保
険
証
を
持
参
し
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
既
に
国
保
喪
失
の
手
続
き
を
し

て
い
る
人
＝
保
険
証
を
返
還
し
て

く
だ
さ
い
。

③
保
険
証
の
内
容
に
変
更
ま
た
は

誤
り
の
あ
る
人
＝
保
険
証
を
持
参

し
、
訂
正
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

④
９
月
中
に
市
内
で
転
居
す
る
人

＝
保
険
証
の
訂
正
の
ほ
か
、
郵
便

局
に
も
「
転
居
届
」
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
色
は
「
ピ
ン

ク
色
」
で
、
有
効
期
限
は
一
部
を

除
き
平
成
23
年
９
月
30
日
で
す
。

ま
た
、
保
険
証
を
入
れ
る
カ
ー
ド

ケ
ー
ス
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

国
保
保
険
料
係
（
市
役
所
１
階
、

窓
口
158
、
☎
40
・
７
０
４
５
）

保
険
証
に
よ
る
臓
器
提
供
の

意
思
表
示
に
つ
い
て  　
　

　

臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
保
険
証
で
「
臓
器
提
供

に
関
す
る
意
思
表
示
（
提
供
す
る

か
し
な
い
か
）」
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

新
し
い
保
険
証
の
裏
面
に
、
臓

器
提
供
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ

ま
す
。
記
入
に
つ
い
て
は
、
保
険

証
の
台
紙
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い

る
注
意
事
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄

保
護
シ
ー
ル
」
を
同
封
し
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

国
保
保
険
料
係
（
市
役
所
１
階
、

窓
口
158
、
☎
40
・
７
０
４
５
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
を

保
険
証
の
裏
面
に
貼
り
付
け
て
、

意
志
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
９
月
以
降
に
被
保
険
者
と
な
る

人
＝
保
険
証
の
交
付
の
際
に
、
臓

器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
付
き
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
郵
送
し

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
児
童
手

当
が
子
ど
も
手
当
に
変
わ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
る
子

ど
も
の
年
齢
が
拡
大
さ
れ
、
子
ど

も
の
養
育
者
（
生
計
の
中
心
者
）

の
所
得
に
関
係
な
く
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
上
表
参

照
）。        

　

新
た
に
支
給
対
象
と
な
っ
た
子

ど
も
に
係
る
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
請
求
手
続
き
が
必
要
で

す
。
４
月
１
日
に
お
い
て
、
３
月

か
ら
引
き
続
き
養
育
し
て
い
る
子

ど
も
に
係
る
手
当
に
つ
い
て
は
、

９
月
30
日
ま
で
に
請
求
手
続
き
を

す
る
こ
と
で
、
４
月
分
か
ら
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
９
月

30
日
を
過
ぎ
る
と
、
請
求
手
続
き

を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給

と
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
場
合
は
、
９
月
30
日
ま
で
に
手

続
き
を
。

※
平
成
22
年
３
月
ま
で
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
て
、
新
た
に
子
ど

も
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
子
ど

も
が
い
な
い
（
児
童
手
当
受
給
時

か
ら
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
に

変
更
が
な
い
）
場
合
、
請
求
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
請
求
者　

子
ど
も
の
養
育
者

（
父
母
な
ど
の
う
ち
、
子
ど
も
の

生
計
の
中
心
者
）が
、住
民
登
録
を

し
て
い
る
市
町
村
に
請
求
し
ま
す
。

※
養
育
者
が
単
身
赴
任
な
ど
で
弘

前
市
以
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
市
町
村
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

養
育
者
が
公
務
員
の
場
合
は
、
勤

務
先
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

▽
受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
子

ど
も
手
当
担
当
（
市
役
所
４
階
第

２
会
議
室
）、
岩
木
・
相
馬
総
合

支
所
民
生
課
、
各
出
張
所

▽
請
求
時
に
必
要
な
も
の　

①
印

鑑　

②
請
求
者
名
義
の
通
帳　

③

請
求
者
が
厚
生
年
金
・
共
済
年
金

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

請
求
者
の
健
康
保
険
証　

④
養
育

者
と
子
ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

市
町
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

場
合
は
、
子
ど
も
の
属
す
る
世
帯

全
員
分
の
住
民
票

▽
手
当
の
寄
付　

手
当
の
す
べ
て

ま
た
は
一
部
を
本
市
に
寄
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
場

合
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
子
ど
も
手
当
担
当
（
☎
40
・
７

０
７
３
）

ま
す
。

○
既
に
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人

＝
希
望
者
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
す
。

　

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は

「
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
保
護
シ

ー
ル
」も
添
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

高
齢
医
療
係
（
市
役
所
１
階
、
窓

口
156
、
☎
40
・
７
０
４
６
）

※
臓
器
移
植
に
関
す
る
質
問
・
問

い
合
わ
せ
は
、
日
本
臓
器
移
植
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
・
78
・
１
０
６
９
）へ
。

子
ど
も
手
当
の
請
求
手
続
き

区　分
子ども手当

（４月１日から）

児童手当

（３月 31日まで）

支給対象

年　　齢

 15 歳に達した
 年度末まで

（中学校修了まで）

 12 歳に達した
 年度末まで

（小学校修了まで）

支 給 額

（月　額）

 子１人につき

 一律 13,000 円

 子１人につき

 10,000 円または
 5,000 円

所得制限  なし  あり

市への寄付  あり  なし

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

弘
前
城
築
城
400
年
祭
記
念
事
業

津
軽
三
味
線　
　
　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
と　

き　

９
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内　

容　

笹
森
建
英
さ
ん
に
よ

る
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
ほ
か

▽
参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代

と
し
て
）

▽
そ
の
他　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了

後
、
津
軽
三
味
線
、
民
謡
、
手
踊

り
が
披
露
さ
れ
る
懇
親
会
有
り
。

※
参
加
料
３
０
０
０
円
。
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
。

【
岩
木
山
頂
津
軽
三
味
線
大
合
奏
】

▽
と　

き　

９
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▽
と
こ
ろ　

岩
木
山
山
頂

▽
集　

合　

岩
木
山
８
合
目
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ス
テ
ー
ジ
ま
で
は

事
務
局
が
案
内
し
ま
す
）

▽
演　

奏　

①
午
前
10
時
半
〜
、

②
午
前
10
時
40
分
〜
、
③
午
前
11

時
〜
（
全
３
回
）

▽
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

▽
そ
の
他　

交
通
費
、
リ
フ
ト
代

は
自
己
負
担
。
服
装
は
、
天
候
の

変
化
を
想
定
し
た
も
の
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

【
人
・
心
・
夢
〝
２
０
１
０
ば
あ

だ
ら
交
流
会
〞】

▽
と　

き　

９
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜

▽
と
こ
ろ　

岩
木
嶽
さ
わ
や
か
ホ

ー
ル
（
常
盤
野
字
湯
の
沢
）

▽
内　

容　

地
酒
な
ど
を
飲
み
な

が
ら
津
軽
三
味
線
、
民
謡
、
踊
り

を
楽
し
む

▽
参
加
料　

無　

料

▽
そ
の
他　

飲
食
物
は
各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

21
津

軽
三
味
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ

ン
事
務
局
（
佐
々
木
さ
ん
、
☎
携

帯
090
・
９
０
３
１
・
６
５
４
０
）

　たか丸くんをはじめとする、

ゆかいなゆるキャラたちやミ

ニ新幹線などが大集合する楽

しいイベントです。ご家族そ

ろっておいでください。

市内園児によるマーチ
ングバンド・登山囃子
（ばやし）・よさこい演舞

▽時　間　①午前10時～、
②午後 1時半～
※登山囃子・よさこい演舞

は午前のみ。

新幹線がやってくる

▽時　間　午前 10 時半～
午後０時半

▽内　容　ミニ新幹線を運

行します。乗車は無料

ゆるキャラとＰＫ対決

▽時　間　午後２時～４時

▽内　容　たか丸くんやド

ッピーなどのキャラクター

とサッカーで対決

■問い合わせ先　弘前城

築城 400 年祭実行委員会
事務局（市役所５階、弘

前城築城 400 年祭推進室
内、☎ 40・7017、ファク
ス 35・3765）

たか丸くんと
○×クイズ

▽時　間　①午前 11 時半
～、②午後２時半～

ソウルフードまつり

▽時　間　午前 10 時～午
後４時

▽内　容　津軽に根付く昔

からの食べ物「ソウルフー

ド」が一堂に集合

※飲食に係る費用は有料。

み
ん
な
来
て
ね
！
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お

ら
せ

知

…　広報ひろさき　平成２２年９月１日号9

★投影プログラム

【一般投影／ 45分間】…星座と宇宙を楽

しく知るプログラム

▽テーマ　はやぶさの大冒険

▽観覧料　一般＝ 240 円／小・中学生、

高校生＝ 120 円

※ 65 歳以上の市民、市内の小・中学生

や障がい者、外国人留学生は無料。年齢

や住所を確認できるものを提示してくだ

さい。

【みんなで星空散歩／ 30分間】…子ども

向けのプログラム

▽テーマ　秋の星座☆大集合 !!

▽観覧料　無　料

★問い合わせ先　中央公民館（☎ 33・

6561）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

投影日程

□…一般投影を午後１時半～、午後３時

～の２回投影

■■…一般投影を午前10時半～、午後１時

半～、午後３時～の３回投影

■■…みんなで星空散歩を午前 10 時半～

の１回、一般投影を午後１時半～、午後

３時～の２回投影　

■■…休み

催　

し

サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン

　

土
曜
日
に
小
・
中
学
生
を
対
象

に
開
催
。
料
金
は
無
料
で
す
。

▽
日
程
・
会
場

【
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀

町
）
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

○
み
ん
な
で
星
空
散
歩
（
子
ど
も

向
け
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
）

　

９
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25

日
の
午
前
10
時
半
〜
11
時
／
中
央

公
民
館
（
☎
33
・
６
５
６
１
）

【
弘
前
図
書
館
（
下
白
銀
町
）】

○
読
み
聞
か
せ
と
図
書
館
の
探
検

隊
（
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
な
ど
と
図
書
館
地
下
書
庫
の
探

検
）　

９
月
18
日
の
午
後
２
時
〜

３
時
半
／
弘
前
図
書
館
（
☎
32
・

３
７
９
４
）

【
市
立
博
物
館
（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
鑑
賞
会
（
開
催
展
覧
会
の

鑑
賞
。
保
護
者
も
無
料
）　

９
月

11
日
・
18
日
・
25
日
の
午
前
９
時

半
〜
正
午
／
市
立
博
物
館
（
☎

35
・
０
７
０
０
）

【
市
立
郷
土
文
学
館（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
文
学
散
歩
（
ク
イ
ズ
を
解

き
な
が
ら
観
覧
） 　

９
月
４
日
・

11
日
・
18
日
・
25
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
／
市
立
郷
土
文
学
館
（
☎

37
・
５
５
０
５
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

各
会
場
へ
。

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
市
立
博
物

館
、
市
立
郷
土
文
学
館
は
市
内
の

小
・
中
学
生
は
い
つ
で
も
無
料
で

す
。
サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン
以
外
の
日

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
の
森
９
月
の
行
事

【
催
し
】

　

こ
ど
も
の
森
で
は
、
毎
月
楽
し

い
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

◎
秋
の
野
あ
そ
び　

バ
ッ
タ
を
さ

が
そ
う
！

▽
と　

き　

９
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

◎
き
の
こ
探
訪　

太
陽
の
道
一
周

▽
と　

き　

９
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

◎
秋
を
さ
が
そ
う
！
パ
ー
ト
１

▽
と　

き　

９
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

【
特
別
企
画
展
】

◎
バ
ッ
タ
展　

秋
に
鳴
く
虫
の
飼

育
展
示

▽
と　

き　

９
月
12
日
〜
26
日
、

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

▽
入
場
料　

無　

料

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
森
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
（
坂
元
字
山
元
、
久

渡
寺
地
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
の
森

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
・
３

９
２
３
）
／ 

市
公
園
緑
地
協
会

（
☎
33
・
８
７
３
３
）

加
藤
謙
一
資
料
展

　

弘
前
市
の
出
身
で
戦
前
戦
後
を

通
じ
て
多
く
の
漫
画
家
を
育
て
、

名
編
集
長
と
う
た
わ
れ
た
故
加
藤

謙
一
さ
ん
の
資
料
展
を
開
催
し
ま

す
。

▽
と　

き　

９
月
７
日
〜
12
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
45
分
（
７

日
の
み
午
後
１
時
〜
４
時
）

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
創
立
50
周

年
記
念
会
館
（
文
京
町
）
２
階
岩

木
ホ
ー
ル

▽
対　

象　

市　

民

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学

学
術
情
報
部
学
術
情
報
課
企

画
管
理
グ
ル
ー
プ（
☎
39
・
３

１
５
５
、Ｅ
メ
ー
ルjm

3155@
cc.hirosaki-u.ac.jp)

り
ん
ご
の
一
年
物
語

【
最
終
章
〜
り
ん
ご
も
ぎ
〜
】

　

り
ん
ご
の
花
摘
み
か
ら
収
穫
ま

で
、
一
連
の
農
作
業
を
体
験
し
て

も
ら
う
企
画
で
す
。
今
回
は
物
語

も
最
終
章
「
り
ん
ご
も
ぎ
」
で
す
。

参
加
者
に
は
自
分
で
も
ぎ
取
っ
た

り
ん
ご
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
12
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

▽
と
こ
ろ　

集
合
＝
岩
木
庁
舎

（
賀
田
１
丁
目
）
正
面
玄
関
前
／

園
地
＝
岩
木
山
麓（
鼻
和
字
西
田
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

作
業
で
き
る
服
装
、

雨
具
、
軍
手

▽
申
込
先　

９
月
10
日
ま
で
に
、

フ
ル
ー
ツ
合
衆
国（
福
澤
さ
ん
、☎

兼
フ
ァ
ク
ス
82
・
２
６
４
５
、☎
携

帯
090
・
８
９
２
５
・
３
２
６
６
）へ
。

幼
稚
園
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

in
カ
ル
チ
ュ
ア
ロ
ー
ド　
　

　

弘
前
私
立
幼
稚
園
連
合
会
で

は
、
幼
稚
園
教
育
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、「
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
、
ぜ
ひ
家
族
で

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
幼
稚
園
マ
ッ
プ
（
市
内
10
園
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

土
手
町
歩
行
者
天
国

内
（
紀
伊
國
屋
書
店
前
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
私
立
幼

稚
園
連
合
会（
弘
前
大
谷
幼
稚
園
、

☎
32
・
３
３
０
９
）

地
場
産
業
津
軽

コ
ラ
ボ
の
世
界

▽
と　

き　

９
月
17
日
〜
20
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
20
日
は

午
後
５
時
ま
で
）

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
伝
統
産
業
会

館
（
神
田
２
丁
目
）

※
駐
車
場
は
当
館
駐
車
場
と
会
館

向
か
い
の
青
い
森
信
用
金
庫
の
駐

車
場
を
使
用
で
き
ま
す
。

▽
内　

容　

①
「
津
軽
塗
」「
こ

ぎ
ん
刺
し
」「
津
軽
焼
」「
あ
け
び

細
工
」
な
ど
伝
統
工
芸
品
の
展
示

販
売　

②
抽
選
会
（
対
象
は
３
０

０
０
円
以
上
購
入
し
た
人
）　

③

津
軽
塗
研
ぎ
出
し
体
験
「
私
だ
け

の
お
箸　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
…
先

着
１
０
０
人
（
各
日
25
人
）
ま
で
。

20
種
類
の
中
か
ら
好
き
な
は
し
を

選
び
、
津
軽
塗
の
特
徴
で
あ
る
研

ぎ
出
し
技
を
体
験
で
き
ま
す
（
後

日
、
職
人
が
仕
上
げ
、
体
験
者
に

送
付
し
ま
す
）　

④
津
軽
塗
相
談

コ
ー
ナ
ー
…
津
軽
塗
に
対
す
る
疑

問
・
質
問
・
リ
フ
ォ
ー
ム
（
修
理
）

な
ど
に
応
じ
ま
す　

⑤
こ
ぎ
ん
刺

し
体
験
コ
ー
ナ
ー　

⑥
セ
レ
モ
ニ

ー
…
17
日
、
午
前
10
時
〜
。「
た

か
丸
く
ん
」
と
の
撮
影
会
有
り

（「
た
か
丸
く
ん
」
は
17
日
・
18
日

の
午
前
中
に
来
館
）　　

▽
問
い
合
わ
せ
先　

伝
統
工
芸
津

軽
漆
器
協
同
組
合（
神
田
２
丁
目
、

弘
前
市
伝
統
産
業
会
館
内
、
☎

35
・
３
６
２
９
）

体
験
版
１
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
１
日
だ

け
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
第
１
回
目
は
「
自
然
と

親
し
む
癒
し
の
体
験
（
弘
前
市
民

の
森
の
会
）」
で
す
。

▽
と　

き　

９
月
18
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時
半

▽
と
こ
ろ　

市
民
の
森
（
一
野
渡

字
山
下
）

※
座
頭
石
バ
ス
停
前
集
合
。

▽
内　

容　

山
を
散
策
し
な
が
ら

押
し
花
作
り
を
通
し
て
、
自
然
療

法
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
支
援

▽
定　

員　

10
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
料　

３
０
０
円
（
材
料
費

と
し
て
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

10
日
ま
で
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀
町
、
弘
前

文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
38
・
５
５

９
５
）
へ
。

※
日
・
火
曜
日
は
休
館
。

動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０　

　

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、動
物
愛
護
週
間
に
あ
わ
せ
、家

庭
動
物
の
不
妊
手
術
の
重
要
性
や

動
物
の
適
正
管
理
を
周
知
す
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
25
日
・
26
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
（
青
森
市
宮
田
字
玉
水
）

▽
内　

容　

動
物
パ
レ
ー
ド
、
音

楽
演
奏
会
、犬
の
し
つ
け
方
講
義
、

家
庭
犬
の
相
談
、
乗
馬
体
験
、
犬

の
散
歩
体
験
、
犬
の
お
手
入
れ
、

獣
医
師
体
験
な
ど

※
天
候
な
ど
で
内
容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
青
森
017
・

726
・
６
１
０
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.aom

ori-anim
al.

jp/

）

人
形
劇
団
プ
ー
ク「
ね
ぎ

ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う
」

　

弘
前
市
児
童
文
化
研
究
サ
ー
ク

ル
連
合
会
の
技
術
研
修
と
し
て
開

催
し
ま
す
。
日
本
屈
指
の
人
形
劇

団
の
公
演
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

９
月
30
日
（
木
）

　

午
後
６
時
開
場
、
６
時
半
開
演

▽
と
こ
ろ　

貞
昌
寺
（
新
寺
町
）

▽
入
場
料　

１
０
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
取
扱

先　

貞
昌
寺
（
☎
32
・
１
０
８
２
）

平
成
22
年
度
弘
前
市

総
合
福
祉
作
品
展　

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
が

制
作
し
た
手
芸
、
書
道
、
絵
画
な

ど
の
作
品
を
展
示
す
る
ほ
か
、
福

祉
施
設
で
作
っ
た
野
菜
や
加
工
品

な
ど
の
即
売
を
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

９
月
25
日
・
26
日　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
身
体
障
害
者

体
育
館
（
八
幡
町
１
丁
目
）

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
33
・
１
１
６
１
）

お知らせ

プラネタリウムプラネタリウムプラネタリウム

弘前文化センター

９月
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２２年９月１日号11

教
室･

講
座

【展示会など】

●シダ展　３日～９日

●きのこ展　18日・19 日
【講習会など】

●きのこの話　18 日、午後１時
半～３時半

●訪問相談　11日・18 日
※庭木の出張診断です。電話で申

し込んでください。

【弘前城植物園…

　　　　　　　今月見られる花】

ハギ、フランクリンノキ、ショウ

メイギク、シュウカイドウなど

●問い合わせ先　緑の相談所（☎

33・8737）
※４月１日～ 11 月 23 日は毎日
開館しています。

り
ん
ご
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
り
ん
ご
の
も
ぎ
取
り
体
験
】

　

り
ん
ご
公
園
で
は
、
８
月
か
ら

り
ん
ご
の
も
ぎ
取
り
体
験
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
収
穫
時
期
に
よ
っ

て
品
種
が
違
う
の
で
、11
月
の「
ふ

じ
」
ま
で
何
度
も
り
ん
ご
公
園
に

足
を
運
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
お

い
し
さ
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

▽
と　

き　

11
月
中
旬
ま
で

▽
参
加
料　

無　

料

※
も
ぎ
取
っ
た
り
ん
ご
は
有
料

（
量
を
制
限
す
る
場
合
も
あ
り
）。

【
こ
ぎ
ん
刺
し
展
】

　
「
岩
木
か
ち
ゃ
ら
ず
会
」
の
協

力
で
、
津
軽
の
暮
ら
し
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
素
朴
な
美
し
さ
を
持
つ

「
こ
ぎ
ん
刺
し
」の
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

９
月
27
日
ま
で
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

り
ん
ご
公
園
（
清
水

富
田
字
寺
沢
）
り
ん
ご
の
家

　

〜
共
通
事
項
〜　

▽
問
い
合
わ
せ
先　

り
ん
ご
公
園

（
☎
36
・
７
４
３
９
）

第
５
回
ひ
ろ
さ
き　
　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

▽
と　

き　

９
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▽
受　

付　

午
前
９
時
〜

▽
と
こ
ろ　

り
ん
ご
公
園
（
清
水

富
田
字
寺
沢
）
お
よ
び
周
辺

▽
内　

容　

３
人
〜
５
人
の
チ
ー

ム
に
よ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

▽
対　

象　

市
民
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
）
＝
20
チ
ー
ム

（
１
０
０
人
）

※
な
る
べ
く
３
人
〜
５
人
の
チ
ー

ム
で
申
し
込
み
を
。
３
人
に
満
た

な
い
場
合
は
、
当
日
チ
ー
ム
編
成

を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
参
加
料　

１
人
３
０
０
円
（
保

険
料
な
ど
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ひ
ろ
さ
き
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
（
薬
師
山
さ
ん
、
Ｅ

メ
ー
ルhirosaki_rec@

yahoo.
co.jp

ま
た
は
同
事
務
局
の
齋
藤

さ
ん
、
☎
携
帯
090
・
２
９
７
８
・

　市長と食事をしながら、市政について、

気軽にお話ししてみませんか？

▽と　き　10月 13 日（水）
　　　　　正午～午後１時半

▽対　象　市内に在住、在勤または在学す

るおおむね５人～ 15 人で構成された団体
※営利目的での開催、宗教・思想・政治な

どを目的とした団体は除く。

▽申し込み方法　開催希望申込書に、テー

マや開催場所など所定の事項を記入の上、

９月 22日までに広報広聴課（市役所２階、
窓口 258）へ持参するか、郵送またはファ
クスで申し込んでください。

※開催希望申込書は、広報広聴課に備え付

けてあるほか、市のホームページからもダ

ウンロードできます。

▽その他

①申し込み団体が複数の場合は、審査およ

び抽選により開催団体を決定します。

②会場の準備および費用は開催団体が負担

してください（市側出席者の食費を除く）。

③開催結果は、写真を添えて市のホームペ

ージで概要をお知らせします。

▽問い合わせ先　広報広聴課（〒 036・
8551、上白銀町１の１、☎ 35・1194、フ
ァクス 35・0080）

８
３
６
０
、
携
帯
メ
ー
ルhiro-

rec.keitai-1@
softbank.ne.jp

）

※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
午
後
７

時
〜
10
時
。
当
日
参
加
も
可
。

教

育

講

演

会

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
と
連
携
を

深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い

未
来
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

就
労
に
つ
い
て
の
第
一
人
者
、
梅

永
雄
二
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
発

達
障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
自
立

に
向
け
て
の
課
題
や
、
学
齢
期
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
半
〜
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー

「
あ
そ
べ
ー
る
」（
賀
田
１
丁
目
）

▽
内　

容　

講
演
「
発
達
障
害
の

あ
る
人
の
就
労
支
援
」
…
講
師
・

梅
永
雄
二
さ
ん
（
宇
都
宮
大
学
教

授
）

▽
定　

員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

15
日
ま
で
に
、
教
育
研
究
所
（
末

広
４
丁
目
、
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
26
・
４
８
０
２
、
フ
ァ
ク

ス
26
・
２
２
５
０
）
へ
。

※
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
・
氏

名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

第
33
回「
愛
の
広
場
」　
　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
集
い

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
離

職
者
を
対
象
に
、
再
就
職
の
た
め

の
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
受
講
者
に
は
、
訓
練
期
間
中
の

生
活
保
障
と
し
て
、
訓
練
・
生
活

支
援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
１
日
〜
平
成
23

年
３
月
29
日
、
午
前
９
時
半
〜
午

後
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｓ
（
土
手
町
）

▽
内　

容　

①
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
や
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
知
識
の
習

得　

②
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
習
得

▽
定　

員　

23
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考

と
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　

無　

料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
万
７
７
８

０
円
が
必
要
。

▽
申
し
込
み
方
法　

９
月
８
日
ま

で
に
、弘
前
公
共
職
業
安
定
所（
南

富
田
町
）
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
公
共
職

業
安
定
所
（
☎
38
・
８
６
０
９
）

／
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｉ
・
Ｍ
・

Ｓ
（
☎
32
・
５
８
０
１
）

身
障
が
い
児
者
と
家
族
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
市
民
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
通
し
て
楽
し
く
交
流
を
深

め
、
自
ら
の
活
動
意
欲
を
奮
い
起

こ
す
と
と
も
に
、
社
会
生
活
に
融

合
す
る
こ
と
を
願
い
開
催
し
ま

す
。心
身
障
が
い
児
者
の
皆
さ
ん
、

家
族
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

10
月
24
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
40
分

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
武
道
館
（
豊

田
２
丁
目
）

▽
内　

容　
「
○
×
ク
イ
ズ
」「
ジ

ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
」「
サ
イ
コ
ロ
ゲ

ー
ム
」「
玉
入
れ
」「
カ
ラ
オ
ケ
」「
り

ん
ご
娘
ラ
イ
ブ
」「
よ
さ
こ
い　

弘

前
厚
生
学
院
保
育
科
１
年
」

▽
参
加
料　

無　

料

▽
そ
の
他　

イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

10
月

８
日
ま
で
に
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
宮
園
２
丁
目
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
、
☎
33
・
１
１
６
１
、

フ
ァ
ク
ス
33
・
１
１
６
３
）
へ
。

ビ
ジ
ネ
ス
講
座

　

新
た
な
地
域
雇
用
創
出
の
可
能

性
を
模
索
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
創
立
50
周

年
記
念
会
館
（
文
京
町
）
岩
木
ホ

ー
ル

▽
内　

容　

新
時
代
の
地
域
雇
用

政
策　

社
会
的
企
業
と
雇
用
拡
大

の
可
能
性

▽
講　

師　

渋
谷
典
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
参
画
プ
ラ
ネ
ッ
ト
代
表

理
事
）

▽
対　

象　

市
民
＝
50
人

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学
人

文
学
部
附
属
雇
用
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
（
☎
39
・
３
１
９
８
）

※
電
話
は
、
月
・
水
・
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
に
。

事
業
主
を
対
象
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー　
　
　
　
　

【
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力

　
　
　
　
　
　
　

向
上
講
習
会
】

▽
と　

き　

９
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

▽
内　

容　

地
域
産
品
に
適
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
／
よ
り
多

く
、
よ
り
高
く
売
る
秘
訣

▽
講　

師　

大
木
ヒ
ロ
シ
さ
ん

（
ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）

【
商
品
開
発
力
向
上
講
習
会
】

▽
と　

き　

９
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

▽
内　

容　

地
域
産
品
を
使
っ
た

新
商
品
開
発
／
他
地
域
に
学
ぶ
事

例
演
習
／
商
品
ア
イ
デ
ア
を
生
み

だ
す
演
習
／
商
品
化
を
策
定
す
る

演
習

▽
講　

師　

西
村
伸
郎
さ
ん
（
ジ

ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
部

長
）

【
販
売
力
向
上
講
習
会
】

▽
と　

き　

９
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

▽
内　

容　

売
れ
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
／
販
路
を
考
え
る
／
販

促
を
考
え
る
／
販
路
・
販
促
計
画

を
作
る
演
習

▽
講　

師　

西
村
伸
郎
さ
ん

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

弘
前
商
工
会
議
所

（
上
鞘
師
町
）

▽
対　

象　

新
分
野
の
進
出
・
事

業
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
て
い
る

事
業
主
お
よ
び
新
規
創
業
を
目
指

し
て
い
る
人
＝
各
30
人（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
企
業
名
・
所

在
地
・
電
話
番
号
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
希
望
す
る
セ
ミ
ナ
ー

名
を
記
入
）
で
、
弘
前
市
雇
用
機

会
増
大
促
進
協
議
会
（
神
田
２
丁

目
、
弘
前
市
伝
統
産
業
会
館
内
、

☎
兼
フ
ァ
ク
ス
32
・
６
２
６
７
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

hirosaki-koyou.jp/

）
へ
。

※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）。

サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前
の
教
室

【
初
心
者
実
用
書
道
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
15
日
・
22
日
・
29

日（
計
３
回
）、
午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前

（
豊
田
１
丁
目
）

▽
内　

容　

実
生
活
に
役
立
つ
筆

文
字

▽
持
ち
物　

す
ず
り
、
墨
、
小
筆
、

下
敷
き
、
文
鎮

▽
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

１
５
０
円（
３
回
分
）

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

３
日
か
ら
、サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前（
☎

27
・
２
８
１
１
）
へ
。

職
業
訓
練
の
受
講
者
募
集

第１回

市長と食事をしながら、市政について、

気軽 話 ん

市長車座ランチ市長車座ランチ

お知らせ

緑の相談所

９
月
の
催
し
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お知らせ

弘
前
学
院
大
学
開
放
講
義

　

弘
前
学
院
大
学
で
は
、
開
か
れ

た
大
学
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
学
生
と
一
緒
に

通
常
の
講
義
を
受
講
す
る
「
開
放

講
義
」
を
実
施
し
ま
す
。

▽
期　

間　

９
月
21
日
〜
平
成
23

年
２
月
１
日

▽
科　

目　

介
護
実
技
、
歴
史
と

社
会
Ｂ
、
英
文
学
史
Ｂ
、
ス
ノ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ど

▽
資
料
代　

２
５
０
０
円

※
「
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
受
講
希

望
者
は
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
で

の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
宿
泊

代
な
ど
別
途
約
４
万
円
が
必
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

１
日
〜
15
日
に
、
弘
前
学
院
大
学

学
務
課
窓
口
（
稔
町
、
☎
34
・
５

２
１
１
）
へ
。

※
科
目
一
覧
・
講
義
概
要
は
、窓
口

で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.hirogaku-u.

ac.jp/

）
に
掲
載
し
ま
す
。

ほ
っ
と
・
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ

〜
や
す
ら
ぎ
の
場
〜　
　

　

気
軽
に
誰
で
も
参
加
し
て
、
情

報
収
集
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
で
す
。

▽
と　

き　

９
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）３
階
第
１
研
修
室

▽
内　

容　
「
目
指
す
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
ト
モ
に
全
力
投
球
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
弘
前

青
年
会
議
所
の
相
内
英
之
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
全
国
城
下
町
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
に
隠
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
活
躍
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▽
参
加
料　

無　

料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
（
弘
前
文
化
セ

ン
タ
ー
内
、
☎
38
・
５
５
９
５
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.hi-

it.jp/ ~vsc/

）

※
日
・
火
曜
日
は
休
館
。

古
文
書
読
み
方
講
習
会

　

弘
前
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る

藩
政
時
代
の
古
文
書
を
活
用
し

た
、
古
文
書
の
基
礎
事
項
と
読
み

方
に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

▽
と　

き　

10
月
２
日
・
９
日
・

16
日
・
23
日
（
計
４
回
）、
午
後

２
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
図
書
館
（
下
白

銀
町
）
２
階
視
聴
覚
室

▽
講　

師　

荻
野
看
生
子
さ
ん

（
前
弘
前
古
文
書
解
読
会
会
長
）

▽
対　

象　

高
校
生
以
上
の
主
に

初
心
者
＝
30
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
７
０
０
円
が
必
要
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

24
日
ま
で
に
、
弘
前
図
書
館
（
☎

32
・
３
７
９
４
）
へ
。

第
２
回
ひ
と
に
や
さ
し
い

社
会
推
進
セ
ミ
ナ
ー　
　

　

本
県
か
ら
初
め
て
選
ば
れ
た
Ｊ

Ａ
全
国
女
性
組
織
協
議
会
会
長
を

講
師
に
迎
え
、
農
業
や
農
協
の
中

で
活
躍
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
や
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
の

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
講
演
に
引
き
続
き
、
講
師
を

含
む
農
業
女
性
と
市
長
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
岩
木
館

（
賀
田
１
丁
目
）
２
階
大
ホ
ー
ル

▽
内　

容　

講
演
「
女
性
の
力
が

地
域
を
守
る
」
〜
輝
く
あ
な
た
に

な
る
た
め
に
〜
…
講
師
・
佐
藤
あ

き
子
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
組
織

協
議
会
会
長
）
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
女
性
の
力
が
地
域

を
守
る
」
…
パ
ネ
リ
ス
ト
・
葛
西

憲
之
弘
前
市
長
、
佐
藤
あ
き
子
さ

ん
、
佐
藤
芳
子
さ
ん
、
永
井
久
美

子
さ
ん

▽
対　

象　

市
民
＝
80
人

▽
参
加
料　

無　

料

※
保
育
室
を
用
意
し
ま
す
の
で
希

望
者
は
参
加
申
し
込
み
時
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

28
日
ま
で
に
、
市
民
参
画
セ
ン
タ

ー
（
☎
31
・
２
５
０
０
）
か
農
政

課
（
☎
82
・
１
６
３
５
）
へ
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

学
ぶ
市
民
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
で
す
。

【
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７

　
　
　
　
　
　

実
践
夜
間
講
座
】

▽
と　

き　

10
月
８
日
・
15
日
・

22
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
（
希
望

者
の
み
、
復
習
・
質
問
時
間
＝
午

後
９
時
〜
９
時
45
分
）

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
内　

容　

表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ

ク
セ
ル
２
０
０
７
）
の
実
践
的
な

活
用
方
法
の
習
得

▽
対　

象　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
的

な
操
作
や
簡
単
な
表
の
作
成
お
よ

び
計
算
が
で
き
る
市
民
＝
30
人

▽
参
加
料　

１
０
５
円
（
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ

※
エ
ク
セ
ル
は
２
０
０
７
を
使
用

し
ま
す
。
ほ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

使
っ
て
い
る
人
は
操
作
方
法
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
。

▽
受
け
付
け
開
始　

９
月
15
日
、

午
前
８
時
半
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

学
習

情
報
館（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
26
・
４
８
０
０
）

屋
外
広
告
物
講
習
会

　

県
で
は
、
屋
外
広
告
業
者
を
対

象
に
、
屋
外
広
告
物
法
な
ど
の
必

要
な
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
会
の
修
了
者
は
、
屋
外
広

告
業
の
登
録
制
度
で
、
営
業
所
ご

と
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
「
業
務
主
任
者
」
の
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
13
日
・
14
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

県
庁
西
棟
（
青
森
市

長
島
１
丁
目
）
８
階
中
会
議
室

▽
受
講
料　

４
０
０
０
円

▽
申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
９
月
１

日
〜
30
日
に
県
都
市
計
画
課
都
市

計
画
・
景
観
グ
ル
ー
プ
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
を
。

※
申
込
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.pref.aom

ori.
lg.jp/life/keikan/keikan.
htm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

県
都

市
計
画
課
都
市
計
画
・
景
観
グ
ル

ー
プ
（
〒
030
・
８
５
７
０
、
青
森

市
長
島
１
丁
目
１
の
１
、
☎
青
森

017
・
734
・
９
６
８
１
）

介
護
と
福
祉
の　

合
同
就
職
面
接
会

　

青
森
県
地
域
共
同
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
と
弘
前
公
共
職
業
安
定
所

が
連
携
し
て
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
武
道
館
（
豊

田
２
丁
目
）
会
議
室

▽
対　

象　

介
護
と
福
祉
の
仕
事

を
希
望
す
る
離
職
者
お
よ
び
非
正

規
雇
用
労
働
者
、
介
護
福
祉
課
程

初
心
者
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

体
操
教
室　
　
　
　
　
　

▽
と　

き　

９
月
30
日
〜
11
月
１

日
の
毎
週
月
・
木
曜
日
（
た
だ
し
、

10
月
７
日
・
11
日
を
除
く
）、
午

前
10
時
〜
11
時
半

▽
と
こ
ろ　

運
動
公
園
（
豊
田
２

丁
目
）
ほ
か

▽
内　

容　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
基

礎
、
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど

▽
対　

象　

市
民
＝
30
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

敷
物
（
一
畳
程
度
）、

持
ち
運
び
で
き
る
飲
み
物

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
９

月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に
克
雪
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・

８
１
０
１
、豊
田
２
丁
目
３
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

克
雪
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
27
・
３
２

７
４
）

の
職
業
訓
練
修
了
者
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
地
域

共
同
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
・
弘
前

コ
ー
ナ
ー
（
駅
前
３
丁
目
、
第
２

ト
モ
エ
ビ
ル
２
階
、
☎
55
・
０
１

１
５
）

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

駆
除
に
ご
協
力
を　
　
　

　

ガ
の
一
種
の
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
が
発
生
す
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
樹
木
の
葉
が
透
け
て
い
た

ら
要
注
意
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
５

〜
６
月
ご
ろ
、
８
〜
９
月
ご
ろ
の

年
２
回
、
卵
が
ふ
化
し
て
幼
虫
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
枝
・
葉
に

白
い
糸
を
巻
き
付
け
て
巣
網
を
作

り
、
集
団
で
巣
網
内
の
葉
を
食
べ

尽
く
し
た
後
、
付
近
一
帯
に
分
散

し
、
広
く
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

▽
駆
除
・
対
策　

幼
虫
は
成
長
す

る
と
巣
網
か
ら
分
散
す
る
た
め
、

発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
巣
網
ご
と
切

り
落
と
し
、踏
み
つ
ぶ
す
か
、ビ
ニ

ー
ル
袋
で
二
重
に
密
封
し
て
燃
や

せ
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、巣
網
へ
の
薬
剤
散
布
も
効

果
的
で
す
が
、
寄
生
予
防
の
た
め

の
散
布
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

薬
剤
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
市
販
さ
れ
て
い
る
毛
虫
用
の

殺
虫
剤
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ

し
、
使
用
方
法
や
周
囲
の
環
境
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
各
町
会
を
通
し

て
薬
剤
費
の
補
助
を
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
分
で
駆
除
で
き
な
い

場
合
は
、
造
園
業
者
や
害
虫
駆
除

の
専
門
業
者
に
相
談
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

（
☎
40
・
７
０
３
５
）

草
木
染
め
教
室

　

身
近
に
あ
る
植
物
を
採
取
し
て

草
木
染
め
を
し
ま
す
。
季
節
を
味

わ
い
な
が
ら
染
色
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

９
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
地
区
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
棟
（
町
田
字
筒

井
）

▽
講　

師　

水
田
久
美
子
さ
ん

（
く
み
こ
工
房
主
宰
）

▽
定　

員　

小
学
校
高
学
年
以
上

＝
20
人

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

軍
手
（
木
綿
製
）、

ビ
ニ
ー
ル
袋
（
２
枚
程
度
。
植
物

の
採
取
、
作
品
の
持
ち
帰
り
に
使

用
）、
は
さ
み
、
染
め
て
み
た
い

物
（
１
人
１
枚
。
手
ぬ
ぐ
い
く
ら

い
の
大
き
さ
ま
で
）、
汚
れ
て
も

い
い
服
装
か
エ
プ
ロ
ン
、
昼
食

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

弘
前

地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

棟
（
☎
36
・
３
３
８
８
、
受
付
時

間
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

※
月
曜
日
は
休
館
日
。

そ
の
他

　受験希望者は、人事課（市役所３階、

窓口 302）で交付する受験申込書に記入
し、９月８日（必着）までに提出してく

ださい。受け付けは、土・日曜日を除く

午前８時半から午後５時15分までです。
郵送の場合も、９月８日までに到着した

ものに限り受け付けます。

▽資　格　日本国籍を有し、平成元年４

月２日～平成５年４月１日に生まれた人

▽採用予定　３人

▽第１次試験　９月 26（日）、県立弘前
工業高等学校（馬屋町）で、適性検査、

教養試験、作文試験を行います。

▽第１次試験合格発表予定日　10 月 26
日（火）

※第２次試験の詳細については、第１次

試験合格者に直接通知します。

▽問い合わせ先　人事課職員係（〒

036・8551、上白銀町１の１、☎ 35・
1119）
※募集要項は、市のホームページにも掲

載しています。

初級一般行政

　一緒に明日の弘前市を

　　　　　　考えてみませんか

市職員募集市職員募集
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有 料 広 告 有 料 広 告

稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん

　

り
ん
ご
園
の
敷
き
わ
ら
や
、
家

庭
菜
園
な
ど
に
使
う
稲
わ
ら
を
無

料
で
提
供
す
る
「
稲
わ
ら
ふ
り
ー

で
ん
」
を
、
10
月
中
旬
よ
り
実
施

し
ま
す
。

　

希
望
す
る
場
合
は
提
供
場
所
の

地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
直
接

現
地
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
込
時
に
、必
要
な
稲
わ

ら
の
量
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

24
日
ま
で
に
、農
政
課
農
産
係（
☎

82
・
１
６
３
５
）
へ
。

労
働
時
間
等　

相
談
セ
ン
タ
ー

　

賃
金
や
労
働
時
間
を
は
じ
め
と

す
る
労
働
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
問
題

に
つ
い
て
、
事
業
主
や
労
働
者
か

ら
の
相
談
に
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▽
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日
＝
午

後
２
時
〜
８
時
／
土
曜
日
＝
午
後

１
時
〜
６
時
（
日
曜
日
、
祝
日
お

よ
び
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を

除
く
）

▽
相
談
受
け
付
け
電
話　

☎
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
08
・
１

７
４
４
（
携
帯
電
話
は
不
可
）
／

☎
０
５
７
０
・
08
・
１
７
４
４
（
市

内
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。
携
帯

電
話
も
可
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

労
働
時
間
等

相
談
セ
ン
タ
ー
（
青
森
市
安
方
２

丁
目
、
室
津
ビ
ル
２
階
、
☎
青
森

017
・
752
・
０
４
０
６
）

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済
制
度　
　

　

肺
が
ん
や
中
皮
腫
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
仕
事
上
の
石
綿
に
よ

る
疾
病
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、

次
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
労
災
保
険
給
付
】

①
療
養
補
償
給
付
お
よ
び
休
業
補

償
給
付
…
療
養
や
休
業
を
必
要
と

す
る
労
働
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の

で
、
過
去
の
療
養
や
休
業
に
つ
い

て
も
、
２
年
以
内
で
あ
れ
ば
請
求

で
き
ま
す
。

②
遺
族
補
償
給
付
…
亡
く
な
っ
た

労
働
者
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
、
請
求
権
の
時
効
は
、
亡
く

な
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

５
年
で
す
。

【
特
別
遺
族
給
付
金
】

　

平
成
18
年
３
月
26
日
以
前
に
亡

く
な
っ
た
労
働
者
の
遺
族
に
限
り

支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
請
求
期
限

は
平
成
24
年
３
月
27
日
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
労
働
局

労
働
基
準
部
労
災
補
償
課
（
☎
青

森
017
・
734
・
４
１
１
５
）
／
弘
前

労
働
基
準
監
督
署
（
☎
33
・
６
４

１
１
）

青
森
県
営
農
大
学
校　

平
成
23
年
度
学
生
募
集

　

青
森
県
農
業
の
担
い
手
と
な
る

農
業
経
営
者
を
養
成
す
る
青
森
県

営
農
大
学
校
で
は
、
平
成
23
年
度

の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
課
程
と
定
員　

畑
作
園

芸
・
果
樹
・
畜
産
課
程
の
３
課
程

合
わ
せ
て
70
人
（
推
薦
は
定
員
の

３
分
の
２
以
内
）

▽
修
業
期
間　

２
カ
年

▽
受
験
資
格　

高
校
を
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た
は
同

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

▽
募
集
期
間
・
試
験
日
程
な
ど

①
推
薦
選
考　

出
願
受
付
…
10
月

４
日
〜
14
日
／
選
考
日
…
11
月
10

日
／
選
考
内
容
…
作
文
、
面
接
、

調
査
書
な
ど

②
一
般
募
集
試
験　

出
願
受
付
…

12
月
９
日
〜
16
日
／
試
験
日
…
平

成
23
年
１
月
19
日
／
試
験
内
容
…

現
代
文
、
数
学
Ⅰ
、
生
物
Ⅰ
、
作

文
、
面
接

③
二
次
募
集
試
験
（
推
薦
お
よ
び

一
般
募
集
の
合
格
者
が
定
員
に
満

た
な
い
場
合
に
実
施
）　

出
願
受

付
…
平
成
23
年
２
月
１
日
〜
８
日

／
試
験
日
…
平
成
23
年
２
月
25
日

／
試
験
内
容
…
一
般
募
集
と
同
じ

▽
願
書
請
求　

封
筒
に
「
願
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
記
入

し
た
角
形
２
号
封
筒
（
２
０
０
円

切
手
を
貼
付
）を
同
封
し
請
求
を
。

な
お
、
市
内
の
高
校
お
よ
び
各
地

域
県
民
局
農
林
水
産
部
農
業
普
及

振
興
室
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
願
書
請
求
先　

青
森
県
営
農
大
学
校
教
務
研
修

課
（
〒
039
・
２
５
９
８
、
七
戸
町

字
大
沢
48
の
８
、
☎
０
１
７
６
・

62
・
３
１
１
１
）

　トレーサビリティ制度とは、米およびそ

の加工品の移動を追跡するための仕組みの

ことで、米穀事業者は入出荷の記録（10月
から）と産地情報の伝達（平成 23 年７月
から）が義務付けられます。

　農業者をはじめ販売、輸入、加工、製造ま

たは提供の事業を行うすべての人が対象

で、品目は米穀（玄米、精米など）のほか、中

間原材料（米粉、米菓生地、米こうじなど）や

米飯類（弁当、おにぎりなど）、もち、だんご、

米菓、清酒、単式蒸留焼酎、みりんです。

　記録については、取引の伝票などに記録

事項（品名・産地・数量・年月日・取引先

名・搬出入の場所・用途限定米穀はその用

途）が記載されていれば、それを保存する

ことで記録・保存の義務が果たされます。

▽問い合わせ先　青森農政事務所地域第一

課（高田１丁目、☎ 27・6180）

米のトレーサビリティ制度米のトレーサビリティ制度
が始まりますが始まります

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
子
育
て
支
援
員
」　

　

市
で
は
、
地
域
に
お
い
て
子
育

て
家
庭
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

「
弘
前
市
子
育
て
支
援
員
」
を
認

定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
26
地
区
に
１
１
２
人

の
子
育
て
支
援
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
。
各
地
区
で
子
育

て
家
庭
な
ど
と
気
軽
に
相
談
で
き

る
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
つ
な
が
り
を

持
っ
て
子
育
て
支
援
を
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、子
育
て
支
援
員
の
認
定
・

登
録
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
子
育
て
の
経
験
が
あ
り
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

熱
意
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
子
育
て
支
援
員
の
活
動
内
容　

○
子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み

の
相
談

○
児
童
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
な
ど

を
利
用
し
た
、
子
育
て
家
庭
の
親

子
の
遊
び
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
の
提
供

○
他
機
関
と
連
携
し
た
子
育
て
支

援
の
基
盤
づ
く
り

▽
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
係
（
☎
40
・
７
０

３
８
）

市のテレビ番組市のテレビ番組 スポット弘前くらしと話題スポット弘前くらしと話題

～産直マルシェ事業～
　農家の直接販売活動を支援する「産直マルシェ

事業」でがんばっている、農家の女性たちについ

て紹介します。

○放送日　９月５日（日）、午前７時半～７時 45分
○放送局　青森放送（ＲＡＢ）

農家の直接販売活動を支援します

米のトレーサビリティ制度
が始まります

  りんご作業の新規雇用者募集と
　　　  　　　　　市の補助制度
【りんご作業の新規雇用者募集】
　市内の各農協と青森県りんご協会では、りんご園
で働きたい人を募集しています。また、ハローワーク
でも、求人票を受けている場合には紹介しています。
　経験がなくてもできる作業ですので、興味のある
人はお問い合わせください。なお、紹介料は無料です。
▽問い合わせ・申込先　つがる弘前農業協同組合農
作業従事者無料職業紹介所（☎ 82・1053）／津軽
みらい農業協同組合無料職業紹介所（☎ 52・5262）
／相馬村農業協同組合無料職業紹介所（☎ 84・
3215）／青森県りんご協会無料職業紹介所（☎ 27・
6006）／ハローワーク弘前（☎ 38・8609）
【市の補助制度】
　りんご作業の経験のない作業員を新規に雇用した
農家には、市の補助制度がありますので、お問い合
わせください。
▽申込期限　９月 15日
▽問い合わせ・申込先　りんご課生産振興係（岩木
庁舎２階、☎ 82・1636）

平成 22 年度弘前市りんご加工品
開発支援事業費補助金
　市では、りんご加工品の新商品開発を支援し、り
んごの消費拡大と価格の安定を図るため、「りんご加
工品開発支援事業」を実施します。この事業は、り
んご加工品の新商品開発に取り組む農業者などが、
りんごを原材料とした新商品を開発（販路開拓を含
む）する際に要する経費に対して補助するものです。
▽補助対象者　市税を滞納していない、（仮称）弘前
市りんご加工品開発事業者審査委員会で認定された、
市内に主たる住所を有する中小企業者、農業者の組
織する団体または農業者
▽補助対象経費　原材料費、備品費、外注加工費、機
械器具費、消耗品など、その他市長が認める経費／新
商品開発に伴う販路開拓に要する経費（食料費を除く）
▽補助金額　補助対象経費の合計額の２分の１以内
の額（上限 50万円）
▽募集期間　９月１日～ 30日
▽問い合わせ・申込先　りんご課生産振興係（岩木
庁舎２階、☎ 82・1636）

米粉需要アップ促進事業費補助金
のお知らせ
　弘前産米を原料とした米粉の需要を促進するため
補助します。
【米粉製粉機導入事業】
　米粉製粉機（微細粒タイプ）の導入経費の２分の
１以内を補助します（上限あり）。
【米粉新規需要拡大事業】
　米粉パン・菓子の製造に要する原材料費の差額（米
粉と小麦粉の差額）の３分の２を補助します。
▽申込期限　９月 30日
▽問い合わせ・申込先　農政課農産係（☎ 82・
1635）

　 『けっぱれ宮崎』畜産農家等
　 支援運動
　市では、家畜伝染病の口蹄疫により、約 29万頭の
牛や豚を処分するなどの深刻な被害を受けた宮崎県
の畜産農家を支援するため、『けっぱれ宮崎』畜産農
家等支援運動を実施します。
　この運動は、平成３年の台風19号により当市の基
幹作物であるりんごが甚大な被害を受けた際、全国
から多くの支援をいただいた恩返しの意味も込め、
宮崎銀行が企画した『がんばろう宮崎』口蹄疫復興支
援通販を活用し、市職員や農業関係団体、そして市民
の皆さんに対し運動の協力を呼びかけ、宮崎県産品
の購入を通して口蹄疫復興支援に協力するものです。
　支援対象となる宮崎県産品の通販カタログは、農
林部弘前分室（市役所２階）、りんご課（岩木庁舎２
階）、相馬総合支所総務課（相馬庁舎２階）に配置し
ているほか、市ホームページにも掲載しています。
市一丸となって宮崎県の畜産農家を応援しましょう！
▽問い合わせ先　りんご課販売対策係（☎ 82・1636）

んご作業の新規雇用者募集と 平成 22 年度弘前市りんご加工品

農家の皆さんを応援します！農家の皆さんを応援します！
お知らせ
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50
％

が
ん
検
診

受
診
率

受
診
率

対 象 年 齢
（平成 22年４
月１日現在）

本 年 度
年 　 齢

生　年　月　日生　年　月　日

20歳 21 歳 平成元年（1989）４月２日～平成 2 年（1990）４月１日生まれの人

25歳 26歳 昭和 59年（1984）４月２日～昭和 60年（1985）４月１日生まれの人

30歳 31歳 昭和 54年（1979）４月２日～昭和 55年（1980）４月１日生まれの人

35歳 36歳 昭和 49年（1974）４月２日～昭和 50年（1975）４月１日生まれの人

40歳 41歳 昭和 44年（1969）４月２日～昭和 45年（1970）４月１日生まれの人

対 象 年 齢
（平成 22年４
月１日現在）

本 年 度
年 　 齢

生　年　月　日

40歳 41 歳 昭和 44年（1969）４月２日～昭和 45年（1970）４月１日生まれの人

45歳 46歳 昭和 39年（1964）４月２日～昭和 40年（1965）４月１日生まれの人

50歳 51歳 昭和 34年（1959）４月２日～昭和 35年（1960）４月１日生まれの人

55歳 56歳 昭和 29年（1954）４月２日～昭和 30年（1955）４月１日生まれの人

60歳 61歳 昭和 24年（1949）４月２日～昭和 25年（1950）４月１日生まれの人

子
宮
頸
が
ん

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

乳
が
ん

　市では、がんの早期発見と正しい健康意識

の普及および啓発を図り、健康保持・増進を

図ることを目的として、国の方針に基づき、

「女性特有のがん検診推進事業」を実施しま

す。対象となるのは下記に該当する人です。

　対象年齢に該当する人で、平成 22 年４月
20 日現在、弘前市に住民登録のある人には、
７月１日にクーポン券および検診手帳を発送

しました。クーポン券には有効期限がありま

す。有効期限が近づくと、検診の予約が取り

にくくなる場合がありますので、早めにご利

用ください。

　既に市の子宮・乳がん検診を受診し、自己

負担金を支払った人については、自己負担金

を助成しますのでお問い合わせください（事

業所検診、保険診療などは除く）。

　また、４月 21 日以降に弘前市に転入した
対象年齢の人は、前住所地の市町村よりクー

ポン券が発行されます。既に前住所地の市町

村よりクーポン券が送付されている人は、弘

前市のクーポン券と交換が必要ですので、お

問い合わせください。

▽問い合わせ先　午前８時半～午後５時 15
分に、健康推進課（野田２丁目、弘前市保健

センター内、☎ 37・3750）へ。
※土・日曜日、祝日を除く。

女性特有の
がん検診推進事業

胃がん、肺がん、大腸がん検診

▽内　容　胃・肺＝Ｘ線検査／大腸＝便潜血検査

▽対　象　40歳以上の市民

▽料　金　胃＝ 1,000 円／肺＝ 400 円／大腸＝ 500 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関（胃、
大腸のみ）

通年
各医療機関（胃、大腸それぞ
れ単独でも受診できます）

医師会検診セン
ターセット検診

通年 弘前市保健センター…☎ 37・
3750（３つのがん検診をセッ
トで受診できます）巡回（市内会場） 春・秋

前立腺がん検診

▽内　容　血液検査

▽対　象　50歳以上の男性（市民）

▽料　金　500 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関 通年 各医療機関

医師会検診セン
ター

通年

弘前市保健センター…☎ 37・
3750（胃・肺・大腸がんセッ
ト検診時に実施。当日申し込
んでください）

子宮がん検診

▽内　容　子宮頚部細胞診

▽対　象　20 歳以上の女性で偶数歳に達する人（今

年度は平成 23年３月 31日時点で偶数歳）

▽料　金　700 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関 通年 各医療機関

巡回（市内会場）
5月～　
翌年 1月

弘前市保健センター…☎ 37・
3750（40 歳以上の対象者のみ）

乳がん検診

▽内　容　視触診（60歳未満）とマンモグラフィー検査

▽対　象　30 歳以上の女性で偶数歳に達する人（今

年度は平成 23年３月 31日時点で偶数歳）

▽料　金　700 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関 通年 各医療機関

巡回（市内会場）
5月～　
翌年 1月

弘前市保健センター…☎ 37・
3750（40 歳以上の対象者のみ）

目指せ !
　

が
ん
は
、
全
国
の
死
因
の
第
１

位
で
、
当
市
で
も
、
年
間
総
死
亡

者
の
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

現
在
は
、
が
ん
の
診
断
と
治
療

の
進
歩
に
よ
り
、
進
行
す
る
前
の

初
期
段
階
で
発
見
で
き
れ
ば
、
治

る
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
が
ん
の
初
期
段
階
は
明

ら
か
な
症
状
が
な
い
た

め
、
自
分
で
気
付
く
こ

と
が
困
難
で
す
。
そ
の

た
め
、
が
ん
を
初
期
段

階
で
発
見
す
る
に
は
、

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
弘
前
市
の

が
ん
検
診
受
診
率
（
表

２
）
を
見
る
と
、
大
変

低
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
自
分
の
大

切
な
命
を
守
る
た
め
に

は
、
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、受
診
し
た
結
果
、

【表１】弘前市の悪性新生物（がん）による死亡数

平成18年 平成19年 平成20年

 気管および
 気管支・肺

113 109 104

 胃 111 99 117
 結腸 60 68 69
 肝臓・胆管 73 61 69
 すい臓 51 48 41
 胆のう・胆道 35 26 39
 直腸 33 31 43
 乳房 24 17 19
 食道 17 13 17
 白血病 15 13 9
 子宮 6 6 9
 その他 115 111 122
 計 653 602 658

　　　　　　　　　　　　　青森県保健統計年報より

【表２】がん検診受診率

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

弘前市（平成 20年度）※１ 16.8% 10.2% 20.6% 14.3% 11.7%
青森県（平成 19年度）※２ 24.6% 26.9% 29.4% 26.5% 27.1%
全　国（平成 19年度）※２ 11.8% 21.6% 18.8% 18.8% 14.2%

※１ 平成 21 年度保健活動・予防事業概要（弘前市）より
※２ 平成 19 年度地域保健・老人保健事業報告（厚生労働省）より

精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
で

み
ん
な
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
野
田
２
丁
目
、
☎

37
・
３
７
５
０
）

子宮頸がん・子宮頸がん・
乳がん検診乳がん検診
無料クーポン券無料クーポン券
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　弘前市保健センターでは、本人や家族の心の悩みにつ

いて、保健師が面接して相談に応じています。秘密は厳

守します。希望する人は事前に電話で申し込んでくださ

い。なお、相談は無料です。

▽９月・10月の相談日

９月＝ 14日（火）・28日（火）
10月＝ 12 日（火）・26日（火）
※時間はいずれも午前９時～午後３時半。

▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁目）

▽対　象　市　民

※「こころの病気」の治療していない人を優先します。

現在治療している人は、まずは主治医へご相談ください。

▽予約受付時間　午前８時半～午後５時（土・日曜日、

祝日を除く）

▽問い合わせ・予約先　弘前市保健センター（☎ 37・
3750）

保健センターでは、本人や家族の心の悩みにつ

健師が面接し 相談 応じ ます 秘密は厳

こころこころのの健康相談健康相談

　

全
国
で
は
自
殺
者
が
年
間
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
自
殺
未

遂
者
は
そ
の
10
倍
、
周
囲
で
影
響
を
受
け
る
人
は
さ
ら
に
そ
の
５
倍

以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
は
誰
も
が
関
係
す
る
可
能
性
が
あ

る
問
題
で
す
。

　

大
切
な
命
を
み
ん
な
で
守
る
た
め
、
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

お
父
さ
ん
が
危
な
い

　

弘
前
市
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
率

は
、
平
成
17
年
の
39
・
1
を
ピ
ー

ク
に
平
成
20
年
に
は
27
・
1
と
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す（
上
図
参
照
）。自
殺
者
は
、

男
女
別
で
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多

く
、
年
齢
別
で
は
50
歳
代
後
半
か

ら
60
歳
代
の
割
合
が
最
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
が

で
き
る
こ
と　
　
　
　

　

自
殺
予
防
の
た
め
に
は
、
早
く

サ
イ
ン
に
気
付
き
、
危
険
が
あ
る

人
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
市
民
一
人

一
人
が
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
心
の

健
康
づ
く
り
講
演
会
、
自
殺
予
防

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
掲

示
、
自
殺
予
防
に
関
す
る
ラ
ジ
オ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
放
送
、
バ
ス
車

内
広
告
の
掲
示
、
啓
発
グ
ッ
ズ
の

作
成
・
配
布
な
ど
の
普
及
啓
発
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
や
身
近
な
人
が
「
い
つ
も

と
違
う
な
…
」
と
感
じ
た
ら　

○
自
分
自
身
が
で
き
る
こ
と
…
誰

か
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
「
さ
び
し
い
」「
つ
ら
い
」「
死

に
た
い
」
…
で
も
勇
気
を
出
し
て

話
し
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

○
身
近
な
人
が
で
き
る
こ
と

　
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
声
を
掛

け
、
本
人
の
言
い
た
い
こ
と
、
悩

み
を
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

・
気
付
き
（
周
り
の
人
の
悩
み
に

気
付
き
、
耳
を
傾
け
る
）

・
つ
な
ぎ
（
早
め
に
相
談
機
関
や

医
療
機
関
に
相
談
す
る
よ
う
促

す
）

・
見
守
り
（
温
か
く
寄
り
添
い
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
野
田
２
丁
目
、
☎

37
・
３
７
５
０
）

９
月
９
月
1010
日
〜
日
〜
1616
日

『
自
殺
予
防
週
間
』

『
自
殺
予
防
週
間
』

　次の日程で、狂犬病予防注射を実施しますので、今年まだ予防注射を済ませていない場合は、この

機会にどうぞ。飼い犬の新規登録もできます。

▽料　金（１頭につき）　注射＝ 3,000 円／登録＝ 3,000 円
▽問い合わせ先　健康推進課（野田２丁目、弘前市保健センター内、☎ 37・3750）／岩木総合支所
民生課（☎ 82・1628）／相馬総合支所民生課（☎ 84・2111、内線 832）

、狂犬病予防注射を実施しますので、今年まだ予防注射を済ませていない場合は、この

秋の狂犬病予防注射の実施
次の日程で、

生
き
て
ほ
し
い

20

25
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35
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自殺による死亡率の年次推移

■資料：青森県保健統計

弘前市

青森県

全　国

（年）H17 H18H16 H19 H20

人口 10 万人対
38.3

39.1

33.4
31.136.8
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24.0
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平成平成2222年度　狂犬病予防注射・犬の登録日程表「秋」年度　狂犬病予防注射・犬の登録日程表「秋」平成22年度　狂犬病予防注射・犬の登録日程表「秋」

月　日 実　施　場　所実　施　場　所 時　間

9月 6日

（月）

 笹舘町会集会所前 10:00 ～ 10:20

 市役所新和出張所前 10:40 ～ 11:00

 つがる弘前農協旧三世寺支店前 11:20 ～ 11:40

 独狐農業研修会館前 12:00 ～ 12:20

 宮園第二団地集会所前 13:30 ～ 14:10

 裾野農村改善センター前 10:00 ～ 10:20

 つがる弘前農協旧北支店前（元鬼沢支店） 10:40 ～ 11:00

 つがる弘前農協旧高杉支店前 11:20 ～ 11:40

 宮舘町民会館 11:50 ～ 12:10

 船沢公民館前（市役所船沢出張所前） 13:20 ～ 13:40

 蒔苗町民会館前 13:50 ～ 14:10

9 月 7日

（火）

 金属町体育センター駐車場 10:00 ～ 10:40

 桜ヶ丘中央集会所前 11:00 ～ 11:20

 桔梗野会館前 11:40 ～ 12:00

 西交流センター前 13:10 ～ 13:30

 市民体育館駐車場 13:50 ～ 14:10

 千年交流センター前 10:00 ～ 10:20

 千年公民館前 10:40 ～ 11:20

 松原集会所前 11:40 ～ 12:00

 城南１丁目・城南団地集会所前 13:10 ～ 13:30

 マックスバリュ安原店（裏側） 13:50 ～ 14:20

9 月 8日

（水）

 福田町会集会所 10:00 ～ 10:20

 弘前市総合学習センター駐車場 10:40 ～ 11:20

 県りんご会館駐車場 11:40 ～ 12:00

 城東５丁目・天理教弘前分教会前 13:10 ～ 13:30

 取上３丁目・貴船神社前 13:50 ～ 14:20

 土堂集会所前 10:00 ～ 10:20

 藤代公民館前 10:40 ～ 11:00

 向外瀬集会所前 11:20 ～ 11:40

 堅田集会所前 12:00 ～ 12:20

 つがる弘前農協和徳支店前 13:30 ～ 14:10

月　日 実　施　場　所実　施　場　所 時　間

9月 9日

（木）

 つがる弘前農協薬師堂支店前 10:00 ～ 10:20

 市役所石川出張所前 10:35 ～ 11:10

 大沢消防屯所前 11:25 ～ 11:45

 門外・熊野宮前 12:00 ～ 12:20

 つがる弘前農協旧堀越支店前 13:30 ～ 13:50

 青葉アパート青葉会館前 14:10 ～ 14:30

 つがる弘前農協旧東目屋支店前 10:00 ～ 10:20

 相馬ふれあい館 10:40 ～ 11:00

 相馬庁舎 11:20 ～ 11:40

 茂森新町公民館前 12:00 ～ 12:20

 弘前市保健センター前 13:30 ～ 14:10

9 月10 日

（金）

 常盤野小中学校前 10:00 ～ 10:20

 百沢担い手センター前 10:35 ～ 10:55

 宮地研修館前 11:05 ～ 11:25

 兼平公民館前 11:40 ～ 12:00

 鳥井野多目的集会所前 13:10 ～ 13:25

 真土多目的集会所前 13:35 ～ 13:50

 駒越会館前 14:00 ～ 14:20

 上弥生集会所前 10:00 ～ 10:20

 高岡担い手センター前 10:35 ～ 10:50

 新岡公民館前 11:00 ～ 11:20

 五代多目的集会所前 11:40 ～ 12:00

 岩木庁舎車庫前 13:10 ～ 13:30

 一町田多目的集会所前 13:40 ～ 13:55

 熊嶋多目的集会所前 14:05 ～ 14:20

18



あ
な
た
の
健
康
、
大
丈
夫
で
す
か
？　
　

・
幸
せ
は
健
康
か
ら
・　

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか
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弘
前
市
急
患
診
療
所
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、☎
34
・
１
１
３
１
）
は
、夜
間
（
午
後
７
時
〜
10
時
半
）
や
日
曜
・
祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
の
内
科
、小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
救
急
の
場
合
は
弘
前
消
防
本
部
の
救
急
病
院
案
内
（
☎
32
・
３
９
９
９
）
で
当
番
病
院
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

21

検
診
の
受
診
を

　

セ
ッ
ト
検
診
、
女
性
の
健
康
診

査
は
、
受
診
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
で
弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
定
員
（
日
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
各
種
検
診
は
、
年

度
内
（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

に
１
回
受
診
で
き
ま
す
。

【
セ
ッ
ト
検
診
】

▽
と　

き　

９
月
13
日
〜
10
月
８

日
（
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
９
月
30
日
は
女
性
の
み
。

▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
市
民

（
職
場
で
受
診
で
き
る
人
を
除
く
）

▽
内　

容　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

検
診
（
50
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

は
前
立
腺
が
ん
検
診
も
受
診
で
き

ま
す
。
費
用
は
別
途
５
０
０
円
）

▽
料　

金　

１
９
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
９
５
０
円
、
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
）

【
女
性
の
健
康
診
査
】

▽
と　

き　

９
月
14
日
・
25
日
・

30
日

※
９
月
の
託
児
日
は
14
日
（
乳
幼

児
10
人
ま
で
）。

▽
対　

象　

18
歳
〜
39
歳
の
主
婦

や
自
営
業
の
女
性
で
、
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
人
（
職
場
で
受

診
で
き
る
人
、
妊
娠
中
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
を
除
く
）

▽
内　

容　

血
液
検
査
、尿
検
査
、

内
科
診
察
、
骨
密
度
検
査
な
ど

▽
料　

金　

８
０
０
円

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
受
け
付
け
開
始　

９
月
6
日
、

午
前
８
時
半
〜

【
医
療
機
関
で
の
検
診
】

　

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
、

骨
密
度
検
診
、
結
核
検
診
は
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
医

療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
医

療
機
関
で
の
受
診
を
希
望
す
る
場

合
は
、
直
接
、
医
療
機
関
へ
「
市

の
検
診
」
と
伝
え
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
市
の
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
や
検
診
な
ど
の
料
金
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
確
認
す
る

か
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き

は
、「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
み
、
予
診
票
に
記

入
後
、
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
い

ず
れ
も
無
料
で
す
。
予
診
票
が
な

い
人
は
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
・
三
種
混

合
・
二
種
混
合
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
】

　

通
年
接
種
で
す
。
対
象
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
、
受
付
時

間
は
指
定
医
療
機
関
で
確
認
し
、

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
…
１
期
＝

１
歳
〜
２
歳
未
満
／
２
期
＝
５
歳

〜
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
の

１
年
間（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

※
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
５
年

間
の
期
限
付
き
で
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
定
期
予
防
接
種
対
象
が
、

現
在
の
１
期
と
２
期
に
加
え
、
３

期
（
中
学
校
１
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
）、
４
期
（
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
に
当
た
る

人
は
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

○
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
せ
き
・
破
傷
風
）
＝
生
後
３
か

月
〜
７
歳
６
か
月
未
満
（
１
期
初

回
は
20
日
〜
56
日
間
隔
で
３
回
接

種
）

※
接
種
間
隔
か
ら
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、

計
画
を
立
て
て
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

○
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
＝
11
歳
〜
13
歳
未
満

※
三
種
混
合
予
防
接
種
の
初
回
と

追
加
を
終
了
し
た
児
童
、
ま
だ
接

種
し
て
い
な
い
児
童
は
早
め
に
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｂ
Ｃ
Ｇ
＝
生
後
３
か
月
〜
６
か

月
未
満

※
接
種
間
隔
が
短
い
の
で
、
３
か

月
に
な
っ
た
ら
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

【
日
本
脳
炎
】

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
積
極

的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
し

た
が
、
１
期
の
標
準
的
な
接
種
期

間
に
当
た
る
人
（
３
歳
〜
４
歳
未

満
）
は
、
接
種
勧
奨
を
再
開
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
に
当

た
る
３
歳
の
人
は
、
初
回
接
種
を

早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
１
期

初
回
は
６
日
〜
28
日
の
間
隔
で
２

回
接
種
）。

※
接
種
間
隔
か
ら
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、

計
画
を
立
て
て
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

【
広
域
予
防
接
種
】

　

定
期
予
防
接
種
を
何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
市
内
の
指
定
医
療
機
関

で
接
種
で
き
な
い
場
合
は
、
県
内

他
市
町
村
で
も
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
弘
前
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）】

　

日
程
と
会
場
は
「
健
康
と
福
祉

ご
よ
み
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
ど
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま

す
が
、
各
会
場
と
も
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
実
施
期
間
（
秋
期
）　

９
月
１

日
〜
11
月
30
日

離
乳
食
教
室

▽
と　

き　

９
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

▽
受　

付　

午
後
１
時
〜
１
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

離
乳
食
グ
ル
ー
プ
レ

ッ
ス
ン
／
ミ
ニ
講
話
（
親
子
の
ふ

れ
あ
い
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
歯
み

が
き
）
／
身
長
・
体
重
測
定
／
育

児
相
談

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
平
成
22

年
４
月
生
ま
れ

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

９
月
６
日
か
ら
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

乳
幼
児
の
健
康
診
査

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
場

所
は
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
各

指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
を

除
く
）
で
、
料
金
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
発
熱
な
ど
体
調
不
良
の

場
合
は
、
次
回
に
受
診
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
４
か
月
児
・
７
か
月
児
】

　

各
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
で
す
。
対
象
児
に
は
通
知
し
ま

す
。

【
１
歳
６
か
月
児
】

と　

き
＝
９
月
29
日
・
30
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
21
年
３
月
生
ま
れ

【
３
歳
児
】

と　

き
＝
９
月
８
日
・
９
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
19
年
２
月
生
ま
れ

【
１
歳
児
歯
科
】

と　

き
＝
９
月
15
日
・
16
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時

対　

象
＝
平
成
21
年
９
月
生
ま
れ

【
２
歳
児
歯
科
】

　

各
指
定
歯
科
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
で
す
。
対
象
児
（
平
成
20

年
３
月
生
ま
れ
）
に
は
通
知
し
ま

す
。

キ
ッ
ズ
相
談

▽
と　

き　

９
月
21
日
（
火
）

▽
受　

付　

午
前
10
時
〜
11
時

※
相
談
が
終
わ
り
次
第
終
了
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

子
育
て
相
談
／
発
達

相
談
（
時
間
予
約
制
）
／
身
長
・

体
重
測
定
／
栄
養
士
の
ミ
ニ
講
話

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
幼
児

（
１
歳
以
上
）
と
そ
の
家
族

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※
歯
の
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

普
段
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先　

開
催
日
前
日
ま
で

に
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　弘前医療福祉大学では、「健康で豊かな暮らしの
ために」をテーマに公開講座を実施します。10 月
と 11 月も予定しています。
【おとしを召しても美味しく食べよう！～高齢者の

安全な食事～】

▽と　き　９月 18日（土）
　　　　　午前 10時～正午
▽講　師　白坂康俊さん（医療技術学科准教授）、

石岡久美子さん（生活福祉学科准教授）

【認知症の介護】

▽と　き　９月 25日（土）
　　　　　午前 10時～正午
▽講　師　戸来睦雄さん（生活福祉学科准教授）、

寺田富二子さん（生活福祉学科講師）、劇団あどは

だり

　～共通事項～

▽ところ　弘前医療福祉大学（小比内３丁目）セミ

ナーホール

▽定　員　50 人（先着順）
▽受講料　無　料

▽問い合わせ・申込先　電話（午前９時～午後５時）

またはファクスかＥメール（氏名・年齢・電話番号・

希望講座名・公開講座受講希望と記入）で、弘前

医療福祉大学公開講座係（☎ 27・1001、ファクス
27・1023、Ｅメール koukai@jyoto-gakuen.ac.jp）へ。
※あおもり県民カレッジの単位認定講座です。

弘前医療福祉大学・短期大学部公開講座弘前医療福祉大学・短期大学部公開講座



…　広報ひろさき　平成…　広報ひろさき　平成２２２２年年９９月月１１日号日号23 22

勢のよい掛け声や囃子（はやし）の音色は、見る人に感動を与えるとともに、その
熱気が作り出す華やかな舞台に観衆を引き込みます。いつのまにか参加者になった
観衆は知らず知らずのうちに、ねぷたの盛り上げ役となるのです。

祭
の
終
わ
り
を
告
げ
る
「
７
日
（
な
ぬ

か
日
）」
は
午
前
中
に
運
行
。
観
衆

に
「
ま
た
来
年
会
い
ま
し
ょ
う
」
と

威

世代に引き継がれていく、古き
良き伝統。子どもたちはまつり
を通して、伝統を重んじる心や

次
人とのつながりの大切さを学びます。

激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
ね
ぷ
た
を
引
く
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く

練
り
歩
く
参
加
者
と
、
そ
の
意
気
に
感
心
し
て
声
援
を
送
る
観
衆
。
お
互

い
が
精
い
っ
ぱ
い
ま
つ
り
を
楽
し
も
う
と
す
る
姿
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

約
束
し
、
ま
つ
り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　８月１日～７日に開催された、国の重要無形民俗文化財「弘前ねぷたまつり」。　８月１日～７日に開催された、国の重要無形民俗文化財「弘前ねぷたまつり」。

今年は、合同運行が毎日行われるようになった昭和 50年以降で最多となる 84今年は、合同運行が毎日行われるようになった昭和 50年以降で最多となる 84
台が参加し、勇壮・華麗な火扇が弘前の夏の夜空を焦がしました。台が参加し、勇壮・華麗な火扇が弘前の夏の夜空を焦がしました。

　まつり期間の半分が雨模様という悪条件でしたが、参加者の雨を吹き飛ばさ　まつり期間の半分が雨模様という悪条件でしたが、参加者の雨を吹き飛ばさ

んとする「ヤーヤドー」の掛け声や体の芯まで響く太鼓の音、郷愁漂う笛の音んとする「ヤーヤドー」の掛け声や体の芯まで響く太鼓の音、郷愁漂う笛の音

色が、沿道を埋めた 163 万人の観衆を魅了しました。色が、沿道を埋めた 163 万人の観衆を魅了しました。
　また今回は、12 月４日に控える東北新幹線新青森駅開業や来年に迫った弘　また今回は、12 月４日に控える東北新幹線新青森駅開業や来年に迫った弘
前城築城 400 年祭をＰＲするねぷたも数多く出陣。市内はもちろん、県内外前城築城 400 年祭をＰＲするねぷたも数多く出陣。市内はもちろん、県内外
の観光客にＰＲする絶好の機会となりました。の観光客にＰＲする絶好の機会となりました。

　８月１日～７日に開催された、国の重要無形民俗文化財「弘前ねぷたまつり」。

今年は、合同運行が毎日行われるようになった昭和 50年以降で最多となる 84
台が参加し、勇壮・華麗な火扇が弘前の夏の夜空を焦がしました。

　まつり期間の半分が雨模様という悪条件でしたが、参加者の雨を吹き飛ばさ

んとする「ヤーヤドー」の掛け声や体の芯まで響く太鼓の音、郷愁漂う笛の音

色が、沿道を埋めた 163 万人の観衆を魅了しました。
　また今回は、12 月４日に控える東北新幹線新青森駅開業や来年に迫った弘
前城築城 400 年祭をＰＲするねぷたも数多く出陣。市内はもちろん、県内外
の観光客にＰＲする絶好の機会となりました。
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広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

弘前市民弘前市民
文化祭文化祭

　市民の皆さんによる文化の祭典「市民文化祭」が下記　市民の皆さんによる文化の祭典「市民文化祭」が下記

の日程で開催されます。ぜひ会場に足を運び、弘前の文の日程で開催されます。ぜひ会場に足を運び、弘前の文

化に触れてみてください。化に触れてみてください。

▽▽問い合わせ先問い合わせ先　弘前市民文化祭実行委員会事務局（下　弘前市民文化祭実行委員会事務局（下

白銀町、弘前文化センター１階、市社会教育協議会内、白銀町、弘前文化センター１階、市社会教育協議会内、

☎ 31・3010）☎ 31・3010）

有 料 広 告有 料 広 告

納期限＝９月30日
☆毎月第４日曜日は納税相談日です。
☆納税は便利で確実な口座振替のご利用を。

今月の市税などの納期

市民税・県民税  第２期
国民健康保険料  第３期
介 護 保 険 料  第３期
後期高齢者医療保険料  第３期

イベント と　き ところ 入場料など

第 41回市民文化祭開会式
 9 月 3日、13:30 ～  弘前文化センター  開会式は無料、婦人祭は 600 円

第 46 回婦人祭
弘前バッハアンサンブル　創立 25周年
記念演奏会

 9 月 5日、14:00 ～  市民会館  2,500 円

第 44 回弘前美術展  9 月 16 日～ 20 日  弘前文化センター  無　料

第57回小・中学校音楽発表会
器楽  9 月 25 日、10:30 ～、14:00 ～  市民会館  無　料

声楽  9 月 26 日、9:30 ～  市民会館  無　料

「文芸弘前」第 22号応募締め切り  9 月 30 日   －

諸流いけばな展  10月2日・3日、10:00 ～ 17:00  弘前文化センター  無　料
市民お茶会  10 月 2日、10:00 ～  弘前文化センター  無　料

弘前マンドリンアンサンブル　第 20回
定期演奏会

 10 月 2日、18:30 ～  弘前文化センター  一般 1,000 円、高校生以下 500 円

第48回弘前地区吹奏楽フェスティバル  10 月 3日、10:00 ～  市民会館  無　料

四流合同市民茶会  10 月 3日、10:00 ～  禅林街  1,200 円
第 49 回詩吟剣詩舞大会  10 月 3日、10:00 ～  弘前文化センター  無　料

盆栽展  10月8日～11日、9:00～17:00  弘前文化センター  無　料

弘前オペラ第40回記念公演歌劇「椿姫」 10 月 10 日、15:00 ～  市民会館
 Ｓ席 4,000 円、一般 3,000 円、学生
  2,000 円、高校生以下 1,000 円

日本舞踊公演  10 月 16 日、14:00 ～  弘前文化センター  無　料

第 54回邦楽祭（箏・三絃・尺八）  10 月 17 日、12:00 ～  弘前文化センター  無　料

日本民踊のつどい  10 月 23 日、13:00 ～  弘前文化センター  無　料

謡曲と仕舞の会  10 月 24 日、10:00 ～  弘前文化センター  無　料

子どもの祭典  11 月 3日、10:00 ～  弘前文化センター  無　料

劇団「雪国」第 63 回定期公演　『おそ
のと貞吉』『埋もれた春』

 11 月 6日、13:30 ～、18:30 ～  市民会館  一般 2,000 円、学生 1,500 円

第 64 回弘前市合唱祭  11 月 7日、13:00 ～  市民会館  高校生以上 300 円
弘前大学フィルハーモニー管弦楽団　
第 41回定期演奏会

 11 月 20 日、18:00 ～  市民会館  500 円

劇団「弘演」第 46 回公演　「きらめく
星座－昭和オデオン堂物語－」

 11 月 21 日、13:30 ～、17:00 ～  弘前文化センター  一般2,000円、高校・大学生1,000円

郷土芸能祭  11 月 23 日、11:00 ～  弘前文化センター  無料

人形劇まつり  11 月 28 日、10:00 ～、13:30 ～  弘前文化センター  無料
第 27回弘前市吹奏楽団定期演奏会  12 月 5日、18:00 ～  市民会館  500 円
「文芸弘前」第 22号発刊  12 月下旬  －

『最優秀賞』　村上玲奈さん（弘前市立第二中学校）

総合プログラム表紙デザイン決定！
応募総数 148 点の中から次の作品が選ばれました。


